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研究目的と仮説 

スミレは，その形態から 17節に分類されてきた。しかし，それらは大変似ており，分類が難しいと

されている。特にミヤマスミレ節で顕著で，この節の詳細な研究は行われていない。私たちはこの節

の 4つのグループに注目した。1つ目は，コミヤマスミレ，マルバスミレという節内の他の種とは異な

る特徴を持つ種らで，これらの進化的傾向を明らかにする。2～４つ目は，葉の形態が時期によって切

れ込むように大きく変化するスミレら，山間部に生育するスミレら，人里に生育するスミレらである。

これらはこの節の中でも特に似た形態をしているため，遺伝的にまとまるのではないかと仮説を立て，

近縁関係を明らかにすることを目的に研究を行った。 

 

研究方法 

現在，種の概念は様々に定義されているが，今回の研究では「形態的種の概念」「生物学的種の概念」

「進化学（系統学）的種の概念」の３つを体系的に考慮し，分類の再検討を行った。まず，分子系統解

析を葉緑体 DNA matK領域，trnL-F領域，核 ITS領域で行った。分析結果をもとに，葉緑体 DNA，核 DNA

ともに系統樹（図１，２）とハプロタイプネットワーク図を作成した。また，柱頭の先端の形状の再観

察や，果実期の成葉の長さ，最大幅の位置等を測定して主成分分析を行った。さらに，文献から雑種の

稔性等を調べた。 

 

結果と考察 

 分子系統解析 

 

・コミヤマスミレ， 

マルバスミレ        

葉緑体 DNA につい

ては，マルバスミレで

は産地に関係なくほ

ぼ同じ塩基配列を，コ

ミヤマスミレでは現

在のところ３つのハ

プロタイプとなって

いる。核 ITS 領域につ

いても同様にマルバ

スミレはブートスト

ラップ値 98 でまとま

り，コミヤマスミレと

他のスミレらはブー

トストラップ値100の

高い信頼度で大きく

図１ 葉緑体ＤＮＡの系統樹 
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系統が分かれている。これ

ら２種はミヤマスミレ節

内で明らかに他種と異な

る進化傾向をもっており，

進化的種の概念から，他の

種と明確に種として区別

できる種だといえる。 

 

・時期によって 

葉が切れ込むスミレ      

ハプロタイプネットワ

ーク図では，春の花期と花

後の果実期で葉の形態が

変わるエイザンスミレ，ヒ

ゴスミレ，アソヒカゲスミ

レ，ナンザンスミレ，ヒト

ツバエゾスミレは一つの

グループにまとまった。系

統樹でも matK領域，核 ITS

領域ともおおよそ 1 つの

グループにまとまった。大

きく捉えると，matK領域で

は山間部に生育するスミ

レらとともに大きくまと

まり，ITS領域についても

ヒナスミレ等の山間部（主

に深山）のスミレやマルバ

スミレとまとまっている。このことから，山で見られるスミレが遺伝的にも近い系統を持つと思われ

る。また同時期の突然に突然変異を起こし，葉の形態を変える同じ遺伝子を持っているのではないか

と考えている。 

 

・人里のスミレ                

matK領域では田畑や人家近くでみられるスミレについて，ヒメスミレ，ノジスミレ，コスミレ，ア

リアケスミレ，スミレとその変種アツバスミレ,アマナスミレおよびホコバスミレの８種がただ一つの

ハプロタイプとなった。葉緑体 DNA の２領域での結果でも一つのグループに，核 DNA についてもブー

トストラップ値 100 でまとまっており，高い確率でこれらの種は限りなく同種に近い関係である。し

かし，染色体数等を考慮すると全く同じ種であるとも言い切れない。人里のスミレは同じ種から分化

したのではないかと考えている。 

 

・山間部のスミレ               

シハイスミレ，マキノスミレ，フモトスミレ，ミヤマスミレ，ヒナスミレ等のスミレは，どちらの系

統樹でもおおよそ山間部に生育する種で大きくクレードを形成している。しかし，変異が多く，種と

してのまとまりは明確ではない。また，核 DNA の系統樹では二つの系統に分かれ，主に深山に生育す

るものと，里山に生育するものでまとまっている。これらのスミレは頻繁に交雑して遺伝子を交換し，

最近分化しつつあるグループではないかと考えている。 

図２ 核ＤＮＡ ITS 領域の系統樹 
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形態分析 

柱頭の形態観察を行った結果，従来の形態的分類での通り，カマキリの頭のような扇状形をした準

虫頭形～虫頭形，準突頭形～突頭形をしていた。しかし，それぞれの種で細長いものがあるなど，やや

違いが見られた。 

主成分分析については，ミヤマスミレ節の種全体を分析し，各種の形態の傾向を示した（図３）。第

一主成分得点は L1で 89.1％となり，葉の長さが最も区別の手掛かりとなることが分かった。しかし，

全体的に曖昧な結果となり，葉の形態では明確に種が分けられていない。やはり形態分類が難しいと

いうことが明らかになった。 

 

雑種と稔性の統計的考察 

ミヤマスミレ節内には 63種の雑種が確認されている。その中には人工交配品もあるが，ほとんどの

種で稔性は確認できていない。生殖的隔離があり，種としての安定が保たれているということである。

しかし例外的なものもあり，例えばコスミレとアカネスミレとの間で稔性が確認されている。これら

は，互いに形態的に大変似ており，生物学的観点からみればこれらの種は同種であり，非常に近縁だ

と思われる。形態的に似た種間では生殖的隔離がなく別種として区別が出来なくなる可能性が高いと

考えている。 

 

まとめ 
種の同定間違いなどが起こりやすいミヤマスミレ節であるが，今回行った系統解析，形態解析などを

通して各種の近縁関係が明確化された。特に系統解析の結果については，非常に多いこの節内の種が

形態や分布などの特徴によって大きく 4 つのグループに分けられた。このことによって，混沌とした

ミヤマスミレ節の分類がより簡素化でき，理解が容易になるのではないかと期待している。 

  

展望 

 葉緑体 DNA，核 DNA も領域を増やして分析したい。よりたくさんのサンプルを分析することによっ

て，様々な類縁関係が明らかになってくると思われる。染色体数の観察等も進めていきたい。 

さらに，本研究を通して同種であっても他と大きく違う遺伝的傾向を持つ種などもあることが明らか

になりつつある。より詳細を調べ，貴重なものを明確にし，種の保護につなげていきたい。 
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